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研究成果の概要（和文）： 
(1)多種多様な場面での会話資料を収集し、紙媒体および CD-ROM 資料集として出版した。 
(2)留学生に、ドラマや映画、違和感を感じた日本語ポライトネスを収集してもらった。 
(3)学習者の理解が困難な日本語ポライトネス指導教材を以下の方法で開発した。 
①学習者の認識度を計るために、⑵のデータから 10 場面を選び出し、アンケートを作成し、
日本人および中国人、韓国人に対して実施した。 

②アンケート結果を基に、学習者にとって理解するのが難しい日本語ポライトネス指導教
材を作成し、解答例および教師が現場で使用するための指導要領を作成した。 

(4)研究成果を学会および学術誌にて発表した。 
(5)上記データを含めた報告書を紙媒体および CD-ROM として出版した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
(1) Three volumes of conversation data have been collected by some graduate students.    
(2) We asked some international students to collect Japanese politeness strategies which 

are difficult to understand and to give some comments on them. 
(3) A textbook has been produced for teaching Japanese politeness strategies.   
① We selected ten scenes from the data in (1) and (2), and made a questionnaire. 
②  Based on the results of the questionnaire, we have identified some Japanese 
politeness strategies which are difficult for Japanese learners to understand and 
produced a textbook for teaching them.  

(4)  The results have been read at academic societies and published in academic journals. 
(5)  A report has been published, including some of the papers published in academic 

journals, the conversation data, the results of the questionnaire, and a textbook.  
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１．研究開始当初の背景 

ポライトネス研究として最も代表的とされ

る理論に、Brown & Levinson (1987)  Some  
Universals in Language Usage があるが、こ

のポライトネス理論については、取り分け敬

語体系を有するアジアの言語研究者から批判

されてきた(Ide(1989/1992)、井出他(1986)、

Matsumoto(1988/1989)、Gu(1990)、Mao(1994)

参照)。 Ide(1989) は、ポライトネスには(1)

「わきまえ」を表す形式的形態を用いること

で表現されるタイプのものと、(2)「意志」を

表現する Brown & Levinson が唱えるスト

ラテジータイプのものがあるが、 Brown &  

Levinson は(1)のタイプのポライトネスを全

く議論から外していると述べる。また、Ide 

(1989)・井出他(1986)、井出(2006)は、英語

でのポライトネスは(2)のタイプが高い割合

を占めているのに対して、日本語では(1)のタ

イプのポライトネスが高い割合を占めている

と述べ、日本語のポライトネスにおける「わ

きまえ」の重要性について論じた。 

 

井出やMatsumotoの議論には基本的に賛成

できるが、これらの議論が説得力をもつため

には、自然会話のデータを分析することで、

日本語のポライトネスにおいて「わきまえ」

と「ポライトネス・ストラテジー」が如何に

機能しているかを示す必要がある。そこで松

村・因(2001)は「日本語の談話におけるスタ

イル交替の実態とその効果についての分析」

（平成10年度～12年度科学研究費補助金（基

盤研究C2）研究代表者（松村瑞子）研究分担

者（因京子））において、社会的地位、年齢、

性別、会話の主導責任の有無などから上下関

係があると考えられる3つのタイプの会話（タ

イプ１（大学の研究室における大学教授と学

生および大学教授間の会話）、タイプ２（医

者と患者の会話）、タイプ３（テレビのイン

タビュー番組「徹子の部屋」における司会者

とゲストの会話））を録音・文字化した資料

の談話分析を行い、このような様々の上下関

係が「わきまえ」や「ポライトネス・ストラ

テジー」にどのように反映しているかを分析

した。 

 
松村・因(2001)では、談話分析に基づいて

日本語のポライトネスにおける｢わきまえ｣
と｢ポライトネス・ストラテジー｣の機能を示
すことができたが、それを日本語教育の教材
開発に応用するためには、以下のような不十
分な点があった。 

 

（１）会話資料を上記３タイプに限定したた
め、現実の言語生活を十分に記述している
とは言えない。より多様な場面における会
話資料を収集する必要がある。 

（２）日本語のポライトネスを外国人に合理
的に提示するためには、日本語学習者にと
って理解が困難であると考えられる日本
語のポライトネスを特定した後に、そこに
焦点を絞って教材開発をおこなった方が
効果的である。 

 
本研究では、この２点を考慮した上で、よ

り効果的な日本語ポライトネス指導教材開
発を行うことにした。 
 

 
２．研究の目的 
（１）効果的な日本語ポライトネス指導教材
を開発するための基礎資料として、日本語学
習者が日常生活で遭遇すると考えられる多
様な場面における会話資料を収集する。 
 
（２）日本語学習者にとって理解が困難であ
ると考えられる日本語のポライトネスを特
定する。 
 
（３）学習者の理解が困難な日本語ポライト
ネスに焦点を絞って教材開発をおこなう。 
 
 
３．研究の方法 
（１）多種多様な場面での会話資料を収集

する。日本語学習者が遭遇すると考えられ

る様々な場面の会話資料を収集し、これま

で行ってきた方法を用いて談話分析を行い、

取り分け場面を重視した日本語ポライトネ

スの特徴を抽出する。 

 

（２）日本語のポライトネスを学習者に合

理的に提示するために、学習者にとって理

解が困難と考えられる日本語のポライトネ

スを特定する。韓国人・中国人・台湾人大

学院生を研究補助員として、テレビドラマ

を録画し、日本人には丁寧と感じられるが、

学習者には丁寧すぎる、無礼、不自然と感

じられる日本人のポライトネスを含む会話

場面を抽出してもらい、不自然な理由を記

入してもらう。 

 

（３）収集したデータを場面別に分類して、

学習者に理解しやすい形式で、日本語ポラ

イトネス指導教材を開発する。試作教材が

完成した後試用し、問題のある箇所には修

正加筆を行う。 



４．研究成果 
 概ね、上記の研究方法で研究を行い、以下
の研究成果をあげた。 
 
（１）九州大学大学院比較社会文化学府大学
院生によって、学生同士の雑談、会議、アル
バイトの場面での雑談、職場の上司との雑談
等々、多種多様な場面での会話資料を収集し
てもらい、それを以下の〔図書〕4『平成 20
年度日本語資料集』、３『平成 21 年度日本語
資料集』、2『平成 22 年度日本語資料集』に
て、紙媒体および CD-ROM として出版した。 
 
（２）九州大学大学院比較社会文化学府大学
院生（中国人、韓国人、台湾人）によって、
ドラマや映画、テレビインタビュー、メール
中の違和感を感じた日本語ポライトネスを
収集してもらい、さらに違和感を感じた理由
についても書いてもらった。尚、収集された
データは、本研究の紙媒体および CD-ROM に
よる報告書中に含めて（73-107 頁）出版した。 
 
（３）学習者の理解が困難な日本語ポライト
ネス指導教材を以下の方法で開発した。 
 
①(2)で収集してもらったデータから 10場面
を選び出し日本語ポライトネスに関するア
ンケートを作成した。このアンケートを 10
代から 50 代の各世代男女各 1 名以上の日本
人および中国人に対して実施した。アンケー
ト内容およびアンケート結果の全容は本研
究の紙媒体および CD-ROM の報告書に含めた
（108-143 頁）。 
 
②アンケート結果を基に、学習者にとって理
解するのが難しい日本語ポライトネス指導
教材を作成した。日本語学習者に試用して修
正加筆を加えた後、以下の〔図書〕１『日本
語のポライトネス―誤解されやすい日本語
のポライトネスを中心に』として出版した。 
この教材は、第Ｉ部「基礎編」と第 II部「応
用編」から成っている。 

第 I部は、学習者が取り分け難しいと感じ
る日本語ポライトネスの指導教材である。
「上位者が下位者に対して用いた丁寧表現」、
「よそよそしく感じられる表現、丁寧すぎる
と感じられる表現」、「相手の恩恵を示すこと、
相手の都合・利益を優先することの重要性」
の 3点に焦点をしぼって指導教材を作成した。
上記(2)で大学院生が違和感を感じた日本語
ポライトネスのデータ、および前述の『日本
語資料集』に収められたデータの中から、学
習者が取り分け難しく感じる日本人のポラ
イトネスを含んだ会話例およびメール例を
選択し、それぞれの例に対して日本語ポライ
トネス理解を促すための設問を作成して教
材化した。 

第 II 部「応用編」は映像作品を用いて日
本語ポライトネスを教えるための教材であ
る。学習者の多くは「敬語使用＝尊敬の気持
ちがある。敬語不使用＝敬意が欠如してい
る」と考えている。しかし実際には、敬語や
授受の補助動詞以外にも、「のだ」などの文
末表現や、文体の交替、話者のジェンダーや
年齢など個人的特徴を示す形式も、ポライト
ネスに関わることがある。しかし、こうした
様々な言語装置を操作して、場面と個性に相
応しい運用をすることは、そうした特徴が日
本語よりも少ない言語を母語とする学習者
にとっては容易なことではない。そこで、第
II 部では、１）発話行為 ２）授受の補助動
詞 ３）文体 という 3つの側面から、日本
語のポライトネス・ストラテジーを意識化さ
せることのできる教材の作成を試みた。具体
的な方法は、映像作品からいくつかの会話場
面を取り出し、それに基づいて、以上取り上
げた項目を観察させることのできるタスク
を考案した。 
最後に、解答例および教師が現場で使用す

るための指導要領を作成した。解答例および
指導要領は、『談話分析に基づく日本語ポラ
イトネス指導教材開発―平成 20 年度～22 年
度科学研究費補助金成果報告書』中に含めて
（204－224 頁）出版した。 
 

（４）研究成果を学会及び学術誌にて発表し
た。 
〔雑誌論文６〕「日本語会話におけるポラ

イトネス―中国語・韓国語のポライトネスと
の対照研究に向けて―」では、先ず日本語の
ポライトネスには、社会的慣習に従って全て
の話者が必ず示さなければならない「わきま
え」の部分と、会話を成功させるために選択
される「働きかけ（ストラテジー）」の部分
が存在することを、3タイプに分類された 12
種類の会話を詳しく分析しながら示してい
った。次に、台湾人・中国人・韓国人が奇妙
に感じた日本語のポライトネスの例を挙げ
ながら、日本語のポライトネスと中国語・韓
国語のポライトネスの類似点・相違点につい
て論じていった。最後に、これらの結果に基
づいて、日本語と中国語・韓国語のポライト
ネスの類似点や相違点を説明することので
きるポライトネス理論とは一体どのような
ものであるかを論じていった。 
〔雑誌論文３〕「聞き手指向の日本語ポラ

イトネス」では、「聞き手志向」という観点
から日本語ポライトネスとは何かについて
論じていった。国立国語研究所の調査結果
（1982, 2002, 2003）に基づき、近年日本語
の言語行動における配慮表現の働きについ
ての研究が盛んに行われている。この配慮表
現が日本語ポライトネスにおいて重要な役
割を果たしていることは事実なのであるが、



この結果をどのように日本語教育に生かし
ていくかについては、十分な考察が行われて
いないのが現状である。そこで、本論文では、
日本語学習者（韓国語母語話者および中国語
母語話者）にとって違和感のある日本語ポラ
イトネス、および日本人にとって違和感のあ
る日本語学習者のポライトネスをデータと
して、ポライトネスおよび配慮表現に関する
日本人と日本語学習者の意識の相違を特定
し、その結果に基づき「聞き手志向」の日本
語ポライトネス指導教材開発に向けた考察
を行った。 

〔雑誌論文１〕「日本人と中国人の配慮表
現に対する認識―アンケート調査を基に―」
では、日本語配慮表現指導教材開発に向けて、
10 代～50 代の日本人および中国人に対する
日本語配慮表現に対するアンケートを基に、
日本語配慮表現に対する認識の相違を明ら
かにした。日本語における配慮表現の研究が
盛んに行われているが、この配慮表現に対す
る日本語母語話者と日本語学習者の認識は
大きく異なっている。日本語学習者にこの配
慮表現を指導するには、先ず日本語母語話者
と日本語学習者の配慮表現に対する認識の
相違を特定する必要がある。そこで本研究で
は、10 代～50 代の日本人 20 人および中国人
20 人に対するアンケートを基に、日本語の配
慮表現に対する認識の相違を調査分析した。
その結果、(1)上位者が下位者に対して配慮
して用いた丁寧表現、(2)仕事上の会話にお
けるスタイル、(3)相手の恩恵を示すことの
重要性、(4)相手の都合・利益を優先するこ
との重要性の４点での認識の相違が、量的調
査および質的調査から明らかになった。 

 
（５）上記データを全て含めた報告書を『談
話分析に基づく日本語ポライトネス指導教
材開発』として、紙媒体および CD-ROM とし
て出版した。報告書の目次は以下の通りであ
る。 
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